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 本研究の目的は、320列CTから得られた仮想単色画像（virtual monochromatic spectral : 
VMS）と120kVpの画質を、再構成における逐次近似法の有無、使用したファントムの大
きさの違いによって比較することである。 
 体幹部用ファントムの内部に水または3種類の濃度の造影剤（5、10、15mgI/ml）を満
たしたシリンジを設置し、またファントム周囲に軟部組織を模したリングを巻くことで3
種類の異なる体格（M、L、LL）を再現した。ファントムを二重エネルギー法と単一の
120kVpで、3種類の線量（20mGy、12mGy、6mGy）で撮像した。二重エネルギー法での
撮像データから、35keVから135keVまで1keV間隔でVMS画像を作成した。VMS画像と
120kVpでの画像に対し、フィルター逆投影法（filtered back projection : FBP）と最新の
逐次近似法であるadaptive iterative dose reduction 3D（AIDR-3D）によって再構成を行
い、信号ノイズ比（signal-to-noise ratio : SNR）やコントラストノイズ比（contrast-to-
noise ratio : CNR）を評価した。 
 SNRに関しては、FBP再構成では、ほとんどの条件下でVMSでの最高値は120kVpに比
して低かった。AIDR-3D再構成では、ほとんどの条件下でVMSでの最高値が120kVpより
も高かったが、LLのファントムで線量の低い条件では120kVpがVMSより高かった。 
 CNRに関しては、FBP再構成ではMのファントムで20mGyでの撮像のみVMSが120KVp
より高く、それ以外では120kVpが高かった。AIDR-3DではM、Lのファントムのずべて
の線量でおよびLLのファントムの20mGyでの撮像ではVMSが高く、LLファントムの
6mGyでは120kVpが高い結果となった。 
 FBP再構成では、VMSの画質は小さいファントムでのCNRを除いて120kVpよりも劣っ
ていた。一方でAIDR-3D再構成ではVMSが120kVpより優れる結果となった。 
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